
グループの配分額の活用について 
 
地域グリーン化事業において、質問が多いグループの配分額の活用について纏めました。 

 

 

１）補助申請額及び地域材加算は１０万円単位で活用する。 

２）「地域材加算の適用可能額」は必ずしも地域材加算として活用しなくても良い。 

３）グループの配分額以内であれば、５０～１２０万円を自由に活用することができ、一律

同額にする必要はない。 

４）地域材加算は補助金申請額が１００万円を超える場合のみ活用可能。 

 

 

配分額の活用例 

例）グループの配分額が１，２００万円、うち地域材加算の適用可能額が１００万円の場合 

・活用例Ａ（１００万円以下と地域材加算を混在して申請する場合） 

５０万円 ☓２戸 

１００万円☓３戸 

１１０万円☓４戸（うち地域材加算分１０万円☓４戸） 

１２０万円☓３戸（うち地域材加算分２０万円☓３戸） 

申請総額：１，２００万円         いずれも配分額 

地域材加算計：１００万円         以内なので申請可能 

 

・活用例Ａ’（１００万円以下と地域材加算を混在して申請する場合） 

５０万円 ☓１戸 

１１０万円☓５戸（うち地域材加算分１０万円☓５戸） 

１２０万円☓５戸（うち地域材加算分２０万円☓５戸） 

申請総額：１，２００万円         地域材加算の適用可能額 

地域材加算計：１５０万円＞１００万円   を超えているため申請不可 

 

・活用例Ｂ（地域材加算を活用しないで申請する場合） 

５０万円☓１０戸 

６０万円☓ ５戸 

８０万円☓ ５戸 

申請総額：１，２００万円          いずれも配分額 

地域材加算計：  ０万円          以内なので申請可能 

 

 

 

 



地域材加算の活用例 

・１００万円以下で交付申請をする場合 

 例）７０万円の申請 

  ５０万円＋地域材加算２０万円  ✕（地域材加算を活用しなくても申請が可能であるため） 

７０万円で申請する。      ○ 

 

・１００万円を超えて交付申請をする場合 

 例）１１０万円の申請 

  ９０万円＋地域材加算２０万円  ✕（地域材加算を活用しなくても申請が可能であるため） 

１００万円＋地域材加算１０万円 ○ 

 

※ 上記４）の通り、１００万円を超える場合のみ活用可能。 
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